


老人クラフ

充実した日々 はまず健康!
がほく市特産のJム を盗つて 全 身

の筋力強イしができる荘漫た 公 民驚て

しています 陶 分讐及しています か

隠さんを志ぅてみんなで1 2 3-

▲なんした'ラ フのみなどん

【浅しい崎 体擦〕
遭に20行 うと妨実的 憩 産が大切て,
初めは 1“ 擦3□程度が日賞です
ゆつくウと恵を上0な ( でヽ数を致えながら

い規ゆ整いけは 策理をせす■0ま しよう

ろうあ者健康致室

ハンディがあると不便なだけ
あとは みんな一緒

信え合うのは 「ことはJだ けではあ

りません。日常生活の中でなにげなく=

している車振りや表情 指さしなどは

大切`コ ミ■ニケーション方法です

健康は食にも気をつけて
浜北老人,ラ フでは 平 成14年度よ

サS月 ひとり喜らしり会昌をヽ霊に

いさいさサ0シ  を 実拒していま

, 四 手折々の催し物と期=料 理に言

まをうち 「何よりも窯しいJと奎加者

から★,評 です

活躍してますJ
「おがえツ!Jと戸をかけながう 小

学生の下な崎間に見守ツ活動をしてい

ます。「こんなふうに交差点に立つてい

ると 携 市電n~をかけながう運転して

いる人がたくさんめるわ !危ないね
～ 1」とパト0-ル 四の方々

かほく市のを大クラフ」口入率(79%)は県下ダントツのトツプですけ

お塩は「少し?J

▲撻匠致国でこまを負けて割濯実留に古自01/19)
ろうあ者も対京にしたに0報 自は,ま で

なか,た のよね～

▲も手をを手09曝 く当て

長さようにする

▲食巨OStO会 宮にも花が嘩 ます ▲‐
‐
8Tめ おしいう)方担 に見0ら れて車心

0つ まんの“揮 0定 を固くな18 0定 を事げ なヽ壊 0足 をミをす041F

「あ叫alじうJ

▲骨勧受捌定とい凛筆宣(711)

権利擁護
「超刊」とは 「その人がその人らし

くときていくために次かせなt もヽの」

です。権利壊塵とは 権利を■苺し

な褐していくものです

しかし 認 知症 知 的陣書 綱 神障害

尊の方々の中には 権 Tlを自分のこと

として主張し 左 得するということが

容易に出来ない人もいます。

学J断僅力が不+分 なために 財 産侵

きを受けたり 人 間としての専盛ぷ損

なわれたりすることがないように 法

律面や生活面で■輝するllltl■があツ

ます

驚摯どぅしょぅ“
ひとりでとうしている盟知たのおぼあ

ちHん よ む応上手なお見どんから高

頓なふとんを負ぅてしまつた。

近くに住●長男がうの相まです 気

ついたときには,一 リングオフの期間

も過ぎていました ま た こ んr.こと

が起きたらどうしよう…



手をつなく百成念

児宮を対象とした

行喜が充実

ポランティアの協力もあリ ヨ 休み

を生活のリズムをくすさないて有意義

に過ごせるよう 発 達年断や降Sに 配

慮した生活の場を提供する事業 fサマ
ーホリデ/Jを 実施しました。

「層霞大卓0学 生どん

t つヽもありがどう !J

母」勇飼目世割奨幼む般
母手壊掘福社会擦会が閣催されます  【騒刈  主 鷺 営志子とん (内法電)

会員の方 技び会貫以外の国子 父ヨ  1日 は1 平成19年4月,5曰く日)

夢婦のみなどん せひお題し下どしヽ。       10晴 園会 ,お 終了予定

お待ちしておtlます。        旧 所i t嫁 健康B41センター

お間い合わせけ社歯まで。
 mい 台わせ鋼 “ 烈 盤 ヌ

レ

ツタロツ麹 自室長癌飼
ツハビツ友の会は いの本自由になった人たちが口極的に社会に出て

14間と共に薬しみながう活動してt まヽす 仲間に人ツませんか,

C落西内暮ら

●スポーツ (グラウント」ルフ ベタツク スカイクロスなつ
●敏室 講 雷合 (績手紙 押 した エ アロビクス 言 轟口‖擦

書業療法なか

●その他 (スポーツ大会 温 泉―泊のリハピリ大会)
…いろいうな行事に会加できます

詳しくは お 気軽に事務局までご連絡下さい。

かほく市遠爆052番地10(t塚 健康福祉セツター内)

かほく市リハビリ友の会 事務局
ICL 235-3835 酪 X 2"セ 040

▲モー■ べ すンク大会

わtgll●

,',々 く0'1,
tぁ ■C,'

▲孤0研 ほ旅行

▲草し( 親ヽ=療 責■ヤンフ

18四  21)

白出るこバーク

室内フールあそび…

R査 ヽり交流●深めました

轡
がほく市身体障を者翻会では 会

自 R駒 会員を要集しています

身体障宮着手帳をお持ちの方 又

は 身体陣害者の活動にご協力を頑

ける方は 下記=務 局までご連絡下

さい。

▲=RVEく 駈観見学〉

かほく市身体障害者部会
T Eと 2 3 5 - 8 8 8 5 0硲 )

●車に説判所に瑞Itj閣崎の毒半Jの中立
てをし 併せておけあち,ん が10万円
以上の高Bを出入することについて同

意に1寸与の書半Jの中立てそします

Ⅲ
0長 男が市助人に遠にさ'同 意堰が

与えられました
,

● 0万円以上め南ちbを強大した場合
取り消すことができます

年金を,ら つたが 電 気代や家質をつ

い払t 忘ヽれてしまつたり 壊 行の手続
せもさすがしくな,た りと 1,月 の

やりくtlが上手にでどなくなつて楢ん
ている。

0生活享猥自がサボートしてくれま,

OBO生 活に″雪なう全めuしよれ

大切右母題(コ査通に)なならめ万抱

指祉,一 ビス実均のか■iい

9割 用料金

1回 1時 間まで ヽ 350円

1崎目を超える場合

30カごと(こ 325円

ヌ貫解補助頓 負)があります

困つたな…



垂 ポランティアに回するアンケート串
■ ■ り に ロ

樹墓 対凛
158以上mほ 末売0市 民の中から
栞流拍U法 による 1卸 A

四とによる国れ 口硬

軍,1 0年1月あBヽ 2■5 E I

園査 力法

圏至 期間

□収 お舞 詢 よ (□収毒 460巧 )

かはく市におけるボランティア活動の推進にあたリ

市民の皆標の考えやご意見を広く13い 社 会福祉協臨会

の再洪tこ反映していくため 「ポランティアに聞するア

ンケートJ調 査を実施しました。まな調査結果について

こ紹介します

①ポラン才 ア活動に関心はありますか?

全 くな い
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Hよ  7ヽ      賞 8

で●j
る0□ がせ 0ヽ

●■田鳴g線

0ヽ

●じ加してみにいポランテイア景成明座は,

ツ 自然環境保頭のための講座

少ヽまこ見として

「コンピューターに開する註座」

「手話ボランティア芸成説座J

英0空 空 0ヽ

12ヽ

スⅢ―ツ えて ヽ氏 it r2とべめお“

●ホランテイアがいてくれれ1まと思う時は?

,高 舗者世稀の様雪

,炎 害崎

,登 下校時の見守り

,放 譲後の子どもの達のお世話

J高 苗者の外出支鎮    … など

ただきありがとうこざいました。

;ぜ
S  ヽ   キ

☆アンケートにこ協力い



ロセの他のご意見として

国地域拳加型 老 着男女閣わない水ランティアヘ

の李加方法の飛隆的アイデアを期待しています

共にかんはりまし=う 。 (20代 男性 会社a)

日本ランティアを出来る人は大抵複数のポランテ

ィアをしています ボ ランティア擢騒のない人を

発掘してください (●0代 男性 無磯)

E地 域 行 政が一体となり こ の間優に取り縄む

べきであると考えます。自分のできる臨国で協力

する人は必すいると思います。これから行政や関

連団体などからt ろヽんな意見を発信し 実 際の活

動てできることから)をしていかなけれはならない

時代にきていると考えます。(ulh男 性 会社日)

ように思う 吉 と違いII所づきあいも少ないの

で 地 域で本当に支え合つていけるのか不安で

す。子ども会や壱人クラフ伊 ラヽバラに活動して

いるのではなく 一 緒に活動しスタッフも対応で

きる人材であ,た らよいと思う。ヤこヘボランテ

イアが手助けをするというのはどうでし■うが6

(側代 女性 自営業)

ロホランティアに事加するとさ 申 し込みやすい

窓Dを 設けてはしい ホ ランティア内容など わ

がりやすく管に伝えてほしい。 (00代 女性)

圏学校のいじめ問題や凶憲な事件が多発している

中 自 分さえよければという気持ちがどんどん白

然破壊 環 境悪化を進めている ポ ランティア活

動が活発になることでこういつた問題も解決して

いくと盾う。そんな場があれ1ませひ李加したい。

(40代男性 会社員)

田大人だけではなく 子 どもも―緒にポランティ

ア活動ができれは いヽと思う。

(20r

載せされないほどのたくさんのご意見をいただきました。

これがら 皆 さまからいただきました員重なご意見を参考にさせていただき ポ ランティア活動の

推進に努めていきますので ど 協力のほどよるしくお願い致します。

掲査結果はホームページ (h(p″、的取 kahoku shaky。。i打げ)に も記瑠されております。

(かはく市ポランティアセンター)

回

Ⅲ

蒻 帥
ボランティア活動中のケガや

賠償事故を幅広く補償|

平成10年度 ～保険料のヨき下げや驚値内害が充委～
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1 4 1 8万円 2 553万 円 40鶴 万円

7 000円 11000円 140詢 円

4500円 7 000円 9 000円

掛全 四Ⅲ!ロ ー mu■ ロロ ロ 加 ・

捕ぼ期間 4月 1日 ～翌年 3月 31日

社臨からの綺助 200円  てキEごとに委mします)

◆ふくしの保嘆 h、Fれ Ⅲw lukushいokon co」p′

―
■

1暇鐸yピ瞥拝屋液°1
t後壁讐登撰

)ぜ
逢越文げし夢棲 |

沖事

(
ヤ

昆岳ゐを昼塔任彗長鶴占g岳官いただきます  )



一一一一一一一
共同語金とその配分

共同豪金は 社 会4B社法により設置され

た社会福祉法人共同寡金会という民間団体

による 社 会輯祉事来のための募金運動です。

示い羽根募金 と歳末たすけあい嘉金があ りますが、

いすれも共同募金です。

C田歴囲EIヨ 示い羽根募金は 社会福祉施設やさまざまな福祉活動を行う福祉団

体やボランティア団体などに配分され 活用されます。

中 磁末たすけあい寡金は 生活授護を必要とする人々が地域で安心し

て暮らせるように また 地域福祉事業の支援として配分されます。

地域社会の創意と工夫を生かした糧祉サ
ービスや地域の実情に卸応した活動をして

いる民間の福祉ED体 ボ ランティアlB体な

どを支援するために使われます。

個人の寄付者には 所 そ9挽 住 民機の寄

付金控除が 法 人の寄付金は全額がlB金に

算入することが記められています。

平成18年度 「示い羽根事金」、「歳末たすけあい募金」に
こ協力ありがとうございました。
10月より実施してきました共同事金運動には 皆 様のあたたかい善恵 ご 理解と

ご協力により 絡 額 5卸 5317円の募金を寄せていただきました。

「赤い羽根蒙金J1516700円 は 県 内及び市内の社会福祉施設やさまざまな植

祉活動を行う福祉団体 ポ ランティア団体などに  「 歳末たすけあい募金」

4388617円 は 生 活撰護を必要とする人々が 地 域で安心して暮らせるよう見舞

全として ま た地域18祉事業の支援のために配分させていたださました。

地区別募全額 1484610

密豊箱など 32p99
―
―
―
―
―

コ

ホ
い
羽
根
Ｂ
倉
受
出

か ほ く市 内配 分 篠 と活動寝として理Bl 934700

15107∞

X石  県 共同峯金会へ納めた後 平 成 9年度分として県内 市内の地域褐祉事業に使われます
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一一一一一一一
介産サービス 欝ヾ

介語保険を有効に活かしたケアプランの作成をいた

します。

●ご利用できる方

日常生活に支障をきたし 介 種が必蟹な方で要介寝

認定を受けている方

●サービス内を

介臣に関するご褐醸の受付

介&ケ ービスのケアブラン 例 用計画)の 角受

サービス提供の確保および管理 (モニタリング)

目迪む介題頂境うためのご提案とアドバイス

●ごTl用料金

負担金はありませんも介護保険で購われてt まヽすも

訪間介桜…ホームヘルパーがケアフランに沿って

筋閣介ほを_lF供 します

介離予防苗問介紙―予防給付の方にホームヘルバー

がth聞し 8宮 生活を支援します。

●吉 J用でをる方

筋間介記…日常生活に支障をきたし 介 誌昏必要な

方で雲介霞盟定を受けている方。

介設予防あ円介玉…聾支援 1または雪支堰2の規定

●ご矛J用できる方

嬰介醸着 寧 支援着(包35支援センターより介霞が

必壊と認められた場合)で 身体介霞を必要とする方

(ケアプランで認められた方)。

て身体介霞の場合)

中
以後l knごとに  10円

イ(の 他とる援助などと縄み合わせた輸送0あ ります

〈生詢 0電 台)

を受けている方。

●サービス内8

モーニングケア 食 事の介助  拐 :Ljの介駒

9魚 生活球事一眼  人 おの介働  イ ブ=ンクケア

身体の粛領  移 動介助  通 院介助

●営業日晴

12月29日～ 1月 38を 除く毎日 6i∞ ～22100

0ご 利用料金

サービスの子J用内容に応じ 介 護IPb法 に定められ

た一部理 金ドお要。

Xお 閣い合わせ先

中央居宅介観夏選手察所 訪閣介護事案所 IEL紐 独

高松届宅介日支鎮ど撲所 筋簡介談事判所 tt 28卜3175

中
以後1輸ごとに 100日

来お間い合わせ先

かほ<市 地順O括 支援センター tt 2AI-7122

承め間しヽ合わせ先
かけく市健康福北課 11283-?Ⅲ如

陣害者B立支援法施行により 隠 害の種別く勤岩陣害

知的障害 橋 や陣魯)こかがわらず IB害のある人

が必要とするサービスを利用できるようになりまし

た。居宅介議 憂 度訪閣介訳 地 域生活支援事業の

移動支援事業 生活サポード事業を提秩しています。

産後のお母さんの家庭で お 母さんとその子供道に

鰻助が必要な場合に ホ ームヘルバーを派遠し 育

兄や家事などをお世話します。

出身世帯で日常生活上の援助が必要な方にホームヘ

ルパーを派遣し 家 事などのお手伝いをします。

●苗 J用できる方

自立と認定され か ほく市が援助が必要と盟めた単

身世樽。

● 社会福祉法人かほく市社会福祉協議会

〒92911竹 かほく市遠塚052番地10(七塚慨底福祉センター内)
T〔L(0崎)Z35-3885  FAX(m)235-2049

〒廻 Ⅲ215か Gく 市蔦松ク如害地(高松社会組社センター内)
TEL〔"0231-3175 =は く0お)231-3146

〒望'1125か ほくrtgF‐ 71勧 レ(子ノ気候慎福社センター内)
IELt176)233-4098 FAX〈 崎 )283‐ 4116
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